当初アルコール乱用が疑われた散発性ハンチントン舞踏病の一例 by 椿 雅志 et al.
1990年9月 第125回東京医科大学医学会総会 一　701　一
73
当初アルコール乱用が疑われた
散発性ハンテントン舞踏病の一例
○椿　雅志、富沢　治、鑑江　真二郎
　海老原　英彦、三浦　四郎衛（精神医学）
74　胸腺間質細胞とTリンパ球との相互関係
北條　均，崔　益均，相沢　信，外山圭助
（東京医大第一内科），張ケ谷健一（千葉
大第一病理），半田　宏（東京大細菌学）
　われわれは、運動失調や構音障害のために当初
アルコール関連障害が疑われたハンテントン舞踏
病の1例を経験した。
　症例A、39歳、女性。同胞6人の第五子として
出生。遺伝歴は判明している範囲では特記するも
のはない。
　20歳で短大を卒業、26歳で結婚し3児をもうけ
た。
　夫によると、結婚前後の患者の性格は、明るく
社交的で自分の意志を明確に主張するタイプであ
ったが、多少そそっかしいところがあったという。
　34歳頃より食器などをよく落としたが、糊入は
気に留めず、夫も元来のそそっかしさの…つと考
えていた。
　35歳頃になると、まっすぐ歩行できない感じが
出現し、また強引に自己主張するといった性格変
化が窺われるようになった。
　また38歳贋からは、上下肢の不随意運動や顔面
のチック様不随意運動もはっきりと認められるよ
うになった。
　患者はこの頃飲酒の機会が多かったため、夫は
アルコ・一一ルの影響と考え神経精神科受診となった。
　受診時の所見としては、手指、前腕、足背を中
心に不随意運動がみられ、それらは精神緊張時に
増強した。また筋緊張も低下傾向を示していた。
　一方、脳神経系、錐体路系には異常を認めなか
ったが、歩行や構音障害から錐体外路系もしくは
小脳系の病変が示唆された。
　また検査所見としては頭部CT、　MRI、脳波
などはともに異常を認めなかった。　しかし現在
症や病歴の分析から、人格が変化し知的能力も低
下し痴呆が進行しつつあり、散発性のハンテント
ン舞踏病と考えられた。
　T細胞は胸腺において修飾をうけ，機能的T細
胞へと分化あるいは成熟すると考えられている。
この胸腺構成細胞とT細胞との関係を明らかとす
るためにヒト胸腺由来間質細胞株を樹立した。
SV　40，1arge　T抗原を含むrecombinant　plasmid，
pSV3gptをリン酸カルシウム綿弓法にて，ヒト胸
腺細胞に導入しヒト胸腺間質細胞株R－3－4を得た。
本細胞株R－3－4は免疫組織学的検索において，
HLA－classl抗原，ラミニン，ファイプロネクチ
ン陽性および一部ケラチン陽性所見を認め，上皮
細胞に近い性格を有すると考えられた。そこで，
R－3－4と種々のヒト由来血液細胞株（骨髄系細
胞株，B細胞株，　T細胞株）との結合親和性を両
者間のロゼヅト形成能を指標として検討した結果，
R－3－4はT細胞株とのみ唯一ロゼットを形成した。
さらに，T細胞株を各種モノクローナル抗体で前
処理し，同様にロゼット形成を実施した結果，CD
2処理T細胞株のみにロゼット形成抑制が認めら
れ，CD　2を介した機序がこの結合に関与している
事が示唆された。
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